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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 26,185 △5.4 △739 ― 405 ― △84 ―
22年3月期第3四半期 27,690 △17.0 △1,527 ― △622 ― △2,197 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △2.58 ―
22年3月期第3四半期 △67.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 33,237 17,195 49.4 502.81
22年3月期 37,795 18,715 47.4 549.32

（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  16,406百万円 22年3月期  17,924百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00
23年3月期 ― 7.00 ―
23年3月期 
（予想）

7.00 14.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,000 △3.8 100 ― 1,600 713.7 700 ― 21.45



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因によって異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3の「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 32,789,400株 22年3月期 32,789,400株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q 159,036株 22年3月期 158,557株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 32,630,584株 22年3月期3Q 32,631,229株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかに回復しつつあるものの、改善の動きは不確実性の強

い状況が続いております。企業収益や企業の業況感は引き続き改善はしているものの雇用・所得環境はなお厳しい

状況にあり、設備投資においても持ち直しに転じつつも、その回復のテンポは緩やかになってきております。 

 このような環境の中、情報サービス業界では、ＩＴ投資の依然とした先送り傾向を受けて、製造業向けの一部で

はＩＴ投資の改善が見られるものの、全体としての売上高は前年比較としては減少傾向にあり、さらなる受注の確

保には期待に遠く、本格的な回復には時間を要する状況となっております。その中でソフトウェア開発・プログラ

ム作成で受注ソフトウェアは微増となったものの、ソフトウェアプロダクトは大きく減少しております。また計算

事務等情報処理はほぼ横ばいで、データベースサービスも微増で推移はしているものの、業況判断としては下期に

おいては未達進捗による下方傾向となっております。 

 また、証券業界におきましては、投資マインドの低下に伴う株式等の委託取引の低迷や発行会社のグループ経営

化や非公開化による上場会社の減少など、証券流通・発行市場の厳しい状況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループでは平成25年３月期を最終年度とする第２次中期経営計画に基づいた施策の

実践に、一層の注力をしてまいりました。 

 同計画では、  

 ①経営改革を支援するビジネス・イノベーション・サービス（ＢＩＳ）のお客様への提供  

 ②「品質」「コスト」「スピード」をモットーとした、お客様満足度の最大化  

 ③経営の効率化を図り、幅広いビジネスパートナーと柔軟に協業することによる継続的な成長の実現 

を基本方針とし、さらなる事業拡大と生産性向上・品質改善ならびに経営効率の向上・体質の強化に注力する一方

で、安定的な営業黒字確保を目指し抜本的なコスト削減に取り組んでおります。 

 しかしながら、ＩＴ投資の回復のテンポが予想以上に鈍化しているほか、証券業界の厳しい経営状況が継続して

いることから、各種拡販努力にもかかわらず、当第３四半期連結累計期間の売上高は26,185百万円（前年同期比

5.4％減）となりました。また、利益面では営業損失739百万円（前年同期は営業損失1,527百万円）、経常利益405

百万円（前年同期は経常損失622百万円）、四半期純損失84百万円（前年同期は四半期純損失2,197百万円）となり

ました。  

  

 各セグメント別の売上高は次のとおりであります。  

（注）より実態を把握しやすくするために、セグメント名称の証券事務管理事業を第１四半期連結累計期間より業

務サービス事業に変更しております。なお、会計上の集計方法に変更はありません。 

  

 情報サービス全般では、ＩＴ投資の先送りの影響が大きく、情報サービス事業では、主力顧客である証券業界・

金融業界向けへの新規ＡＳＰサービスの受注に注力したほか、新規プライベートクラウドサービスを積極的に展開

したものの、11,172百万円（前年同期比10.6％減）となりました。ソフトウェア開発事業では、公共分野において

も、新たな自治体クラウドサービスを先進事例として営業展開してまいりましたが、公共投資の抑制執行姿勢は変

わらずほぼ横ばいの10,235百万円（前年同期比1.1％減）となりました。システム販売事業は、既存顧客の深耕に

よる受注に努めた結果1,686百万円（前年同期比27.2％増）となりました。 

 業務サービス事業では、証券市場の不況による取扱量の減少や証券会社の厳しい環境下における内製化の動き、

並びに不採算業務からの撤退により、1,788百万円（前年同期比17.7％減）となりました。証券代行事業では、サ

ービスの拡充や臨時業務の獲得等に努めたものの、管理株主数の減少が響き、1,302百万円（前年同期比3.8％減）

となりました。    

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は33,237百万円となり、前連結会計年度末と比較して4,558百万円

減少いたしました。資産の部では、流動資産は13,790百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,855百万円減

少いたしました。これは主に受取手形及び売掛金2,982百万円の減少等であります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

セグメント 区  分 売 上 高 

 情報サービス事業 

 情報サービス事業 11,172百万円 

 ソフトウェア開発事業 10,235百万円 

 システム販売事業 1,686百万円 

 業務サービス・ 

証券代行事業 

 業務サービス事業 1,788百万円 

 証券代行事業 1,302百万円 

  合  計 26,185百万円 
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 また、固定資産は19,446百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,702百万円減少いたしました。これは主

に投資有価証券1,399百万円の減少であります。 

 負債の部では、流動負債は7,838百万円となり、前連結会計年度末と比較して445百万円減少いたしました。これ

は主に支払手形及び買掛金1,019百万円の減少等であります。 

 また、固定負債は8,203百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,585百万円減少いたしました。これは主に

長期借入金1,190百万円の減少等であります。 

 純資産の部では、その他有価証券評価差額金の減少により純資産合計は17,195百万円となり、前連結会計年度末

と比較して1,519百万円減少いたしました。 

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の47.4%から49.4%となり2.0ポイント改善いたしました。 

  

（連結キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、4,327百万円と

なりました。 

 営業活動の結果獲得した資金は1,887百万円（前年同期は1,111百万円の使用）となりました。これは主に売上債

権の減少2,982百万円によるものであります。 

 投資活動の結果使用した資金は912百万円（前年同期は1,294百万円の使用）となりました。これは主にソフトウ

エアの取得による支出972百万円によるものであります。 

 財務活動の結果使用した資金は1,492百万円（前年同期は1,973百万円の使用）となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出1,296百万円によるものであります。   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における業績の進捗状況や、市場動向等を踏まえ業績予想の見直しを行った結果、平

成23年３月期の通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「平成23年３月期 連結業績

予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  

（注）業績予想につきましては、発表日現在入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであります。 

   また、実際の業績は、様々な要因により本業績とは異なる結果となり得ることがあります。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

・たな卸資産の評価方法  

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として、合理的な方法により算定する方法を主としております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

・税金費用の計算  

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更  

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、営業損失は4百万円増加、経常利益は4百万円減少、税金等調整前四半期純損失は82百万円増加

しております。 

２．その他の情報
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・「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用  

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。 

 これによる営業損失、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。  

  

・企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に

係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年

12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

   

② 表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しておりま

す。   
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,276 4,794

受取手形及び売掛金 5,776 8,759

有価証券 50 66

商品及び製品 204 147

仕掛品 1,472 760

原材料及び貯蔵品 96 110

繰延税金資産 515 520

その他 1,414 1,515

貸倒引当金 △15 △29

流動資産合計 13,790 16,646

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,855 2,017

機械装置及び運搬具（純額） 2 3

工具、器具及び備品（純額） 383 471

土地 373 373

リース資産（純額） 929 967

有形固定資産合計 3,545 3,834

無形固定資産   

ソフトウエア 3,084 2,891

ソフトウエア仮勘定 522 588

その他 85 87

無形固定資産合計 3,691 3,566

投資その他の資産   

投資有価証券 8,513 9,912

差入保証金 2,048 2,183

繰延税金資産 1,433 1,416

その他 313 322

貸倒引当金 △100 △85

投資その他の資産合計 12,208 13,747

固定資産合計 19,446 21,149

資産合計 33,237 37,795

㈱ＪＢＩＳホールディングス（3820）平成23年３月期　第３四半期決算短信

5



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,663 2,683

短期借入金 1,764 1,370

未払法人税等 32 203

受注損失引当金 496 162

その他の引当金 377 850

その他 3,504 3,014

流動負債合計 7,838 8,284

固定負債   

長期借入金 1,100 2,290

繰延税金負債 579 830

退職給付引当金 4,175 4,127

役員退職慰労引当金 268 240

負ののれん 1,043 2,087

その他 1,037 1,212

固定負債合計 8,203 10,789

特別法上の準備金   

金融商品取引責任準備金 － 6

特別法上の準備金合計 － 6

負債合計 16,041 19,080

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,000 3,000

資本剰余金 12,213 12,213

利益剰余金 2,192 2,733

自己株式 △112 △112

株主資本合計 17,293 17,834

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △886 90

評価・換算差額等合計 △886 90

少数株主持分 788 790

純資産合計 17,195 18,715

負債純資産合計 33,237 37,795
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 27,690 26,185

売上原価 23,104 21,652

売上総利益 4,585 4,533

販売費及び一般管理費 6,113 5,272

営業損失（△） △1,527 △739

営業外収益   

受取利息 9 5

受取配当金 81 121

負ののれん償却額 1,037 1,033

その他 64 48

営業外収益合計 1,193 1,210

営業外費用   

支払利息 80 54

持分法による投資損失 187 2

その他 20 8

営業外費用合計 287 65

経常利益又は経常損失（△） △622 405

特別利益   

持分変動利益 7 －

投資有価証券売却益 2 －

負ののれん取崩益 9 9

事業譲渡益 28 －

役員賞与引当金戻入額 6 －

金融商品取引責任準備金戻入 － 6

その他 6 0

特別利益合計 60 16

特別損失   

固定資産処分損 6 －

減損損失 422 －

投資有価証券評価損 131 201

早期割増退職金 302 －

本社移転費用 584 －

事務所移転費用 － 90

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 77

その他 61 103

特別損失合計 1,509 472

税金等調整前四半期純損失（△） △2,071 △50

法人税等 109 26

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △76

少数株主利益 16 7

四半期純損失（△） △2,197 △84
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,071 △50

減価償却費 1,906 1,710

負ののれん償却額 △1,037 △1,033

投資有価証券評価損益（△は益） 131 201

負ののれん取崩益 △9 △9

売上債権の増減額（△は増加） 2,884 2,982

たな卸資産の増減額（△は増加） △871 △754

仕入債務の増減額（△は減少） △876 △1,019

販売用ソフトウェア(仮勘定含む)への投資額 △149 △374

賞与引当金の増減額（△は減少） △514 △419

その他 △749 729

小計 △1,358 1,962

利息及び配当金の受取額 98 130

利息の支払額 △100 △66

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 249 △139

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,111 1,887

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △782 △45

ソフトウエアの取得による支出 △1,074 △972

その他 562 105

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,294 △912

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 500

長期借入金の返済による支出 △1,346 △1,296

配当金の支払額 △456 △457

その他 △170 △238

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,973 △1,492

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,379 △518

現金及び現金同等物の期首残高 9,228 4,845

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,849 4,327
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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